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とのネットワークづくりの一環として学校への訪問を M より依頼された．そこで，S は 2010 年 1 月より学校への
訪問を開始した．その後，２回目の訪問に際し，M から A への支援についての協力を求められ，以後，M の学級
を月に１回程度訪問するようになった．2010 年 5 月以降は相談支援員 A への対応に関する相談支援員として学級を
訪問することとなった． 
S は，A が登校してから下校するまで学校に滞在し，A や A と M との係わり合いの様子を観察した．状況によっ
ては，A と直接的な係わりをもつこともあった．放課後には M と話し合う時間をもち，A の様子やその日の係わり
合いについて話し合った．会議等でそうした時間がとれなかった場合には E メールによるやりとりを行なった．ま
た，学校行事等の関係で訪問の間隔があいた場合にも，E メールでやりとりを行ない，経過を確認した． 
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する支援としての環境の構造化の問題をどのように捉えているかといった問いが M から発せられた．S は自身の経
験を踏まえ，分かりやすい物的環境を整えることの重要性については異論がないが，物との関わりと同時に，人と
の係わりを深め，拡げていくことも重要であると考えていることを M に伝えた．S のこうした問題意識は，M の問




 ２回目の訪問に際し，M からはＡを中心的に見てほしいとの依頼がなされ，以降，A への支援のあり方について，
M と協働で検討していくこととなった． 




的な問いに対して A が答えることができるようになるための方法等について意見を求められた． 





このように，A の実態の捉え方については，M と S との間で異なっている場合も少なくなかった．したがって，
M と S との協働は，互いの見立てを出し合い，A の振る舞いについてより整合性のあるストーリーを構築すること
で，A の実態を捉え直し，課題の共有化をはかることからのスタートとなった． 
A の音声言語理解については，実際には単語の一部や具体的な状況が大きな手がかりとなっていると思われるこ
と，そのため具体的な手がかりのない状況では困惑してしまうことを M に伝えた．すると，M からはそれを裏付
けるようなエピソードが語られた．ここで語られたのは，ドアの開け閉めにまつわるエピソードで，ドアを開ける
ことも閉めることもできるような状況においては，「アケテ」あるいは「シメテ」という声がけに対応した行動をと
ることが難しいという A の様子が語られた．こうして，A にとって音声言語は分かりにくい不確かなものであるこ
と，視覚的に確認できる素材の方が A にとってわかりやすいものであること等，A の実態についての確認作業が行
なわれた．そして，A にとって分かりやすい状況を作ること，その中で A の音声言語理解を広げていくことが今後
の課題として浮かび上がることとなった．先に述べたような選択課題については，実物や文字を手がかりとした課
題へと展開するに至ったが，その後，A の実態により即した課題へと内容が変化していった． 
S は必要に応じて教材作成の支援や係わりの演示を行ないながら，A と M との係わり合いの様子を観察し，放課
後には M との振り返りを続けた．また，記録を作成して M に送り，それをもとにやりとりを行なうこともあった．
A の姿を中心とした振り返りを進める中で，M からは「もっと彼女に寄り添いたい」「安心して自分の思いを伝え
てくれる存在，思いを共有できる存在になりたい」ということが語られるようになり，A の思いを推し量りながら
の対応がより丁寧にすすめられていくこととなった． そして，2010 年度以降，S は A への支援に対する相談員と
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 ３．行動の意味についての協働探究 
2010 年度，S は A への支援に対する相談員として，学級を訪問することとなった．イライラする，叫び声を上げ
るというように，情緒的に不安定な様子を示すようになった A に対し，M は A の情緒の安定をめざした対応を進






 A への支援に対する相談員として学校を訪問するようになった 5 月末，運動会の練習場面において，A が叫び声
を上げ，パニック状態になったというエピソードが M から語られた．A は今までにないような大声をあげ，他学部
の先生方まで駆けつけてくる騒ぎになってしまったとのことであった．  















ことが語られ，対応に苦慮していることが窺えた．また， M の語りからは，A の気持ちに寄り添いたいという思
いと，運動会に参加してほしいという思いとの狭間で揺れ動く気持ちが感じられた．そこで，運動会の練習場面に
おける A の様子を観察した上で，今後の対応の方針について話し合うこととなった． 





のではないかと考えているようであった．しかし，この日，M が「走れ！」と声をかけても A が大声を上げること
はなかった．また，日課であるランニングの場面では，「走れ！」と声をかけながら追いかける M とのやりとりを
楽しんでいるような様子もみられた．こうした A の姿から，あの日，なぜあれほどまでに A が乱れたのか，M は
その意味を捉えかねていた． 
一方，周囲の声援に対して首をすくめるようにして耳をふさいでいる A の姿からは，A が大きな物音を苦手とし
ていることが窺え，S には A が大声の飛び交う苦しい状況を必死に耐え凌いでいるようにみえた．S が首をすくめ
るようにして耳をふさいでいた A の姿を伝えると，M からは A が大きな音を苦手としていることが報告された．
こうしたことから，苦しい状況を何とか耐え凌いでいた時に，「走れ！」と大声での声援を受け，後ろから追いかけ
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られたため，A は情動の爆発に至ったのではないかと考えられた．その上，ようやく運動会の練習が終わったと思






の気持ちに寄り添い，A がつらそうな様子を示している場合にはその場を離れることを A に打診してみることを提
案した．また，運動会場面への参加については，A の様子をみながら打診をし，気持ちの切り替えのために少し猶
予時間を持たせてはどうかとの提案をした． 
 その後，M からは A が落ち着いて運動会の練習に参加していたことが報告された（残念なことに本番は風邪のた
め欠席であったとのことだった）．また，M は大声を上げたり泣き叫んだりする A に対し，もっと厳しい対応をし
なければいけないのではないかといった迷いを抱いていたことを打ち明け，A の行動を困った行動としてではなく，
厳しい状況を何とか凌ごうと調整する姿として受け止めることで「肩の力が抜けた」と心中を語ってくれた．そし
て，その後は，A が大声を上げた際にもそれを無理やり止めようとするのではなく，A の気持ちを受け止め，A と
他の場所へ行ったり，そこで思い切り叫ぶことを促したりする等，A への対応も変化していった．  





になったことについての M の報告からは，A が自分を頼りにしてくれることや，そういった関係を A との間に築
















 写真カードと文字カードのマッチングは A が好んで取り組む課題の一つであるとのことであったが，調理道具に
ついての課題になって以降，A はイライラしたり，課題を嫌がって片付けようとする等の行動を示すようになった
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 をマッチングさせる課題場面．机上には 20 種程度の調理道具の写真と名前のカードが並んでいる． 
















A にとっては難しい課題だったのようで，M も課題場面においてみられる A のイライラは，そうした課題のむずか
しさに起因しているのではないかと考えているようだった．加えて，上述したような課題場面においては，困難な
場面に直面しても，A には“適当に組み合わせる”以外の手立てがなく，正解に至る道筋が A には示されていなか
った．したがって，正解を導き出すことができないという危機的な状況に直面した A は，動揺や苛立ちを示すこと
となったものと考えられた．そこで，S は A の苛立ちが正解を導き出すことができない状況に際して生じていると
思われることを M に伝え，写真カードの裏に事物の名前を書いておき，分からない時には裏を見ることで A が既
に可能な文字と文字によるマッチングで課題を解決することができるようにすることを提案した．S の提案に対し，
M は A が文字と文字のマッチングに頼りきってしまうのではないかという不安を抱いたようであった．しかし，分
からなくなった時に裏を確認できることや A が自分で正誤を確認できることによって，安心して学習に取り組むこ
とができるようになると思われることを伝えると，M は S の提案を受け入れ，写真カードの裏に名前を書いた．こ
うして写真カードの裏に文字を書き，以後，分からなくなった時には写真カードの裏に書かれた文字を確認しなが




























は不思議そうな顔で A の様子を見守っていたが，少し考えた後，「合宿は 11 月だね」と応える．すると，A
はすぐさま「イキマセン！」と言う．11 月に予定されている合宿のことが気になっているようだった．M は
以前，A と合宿についてやりとりをした際に書いたメモ紙を取り出し，それを見せながら合宿について A と
話をする．メモに書かれてあることを読み上げる A に対し，A 教諭は「そうだね」と応答する．その後，A は
メモをじっと見ると，納得した様子で教室を出て，着替えに行く． 
 
当時，一人で着替えに出て行った A がなぜ途中で戻ってきたのか，そして A が何を言おうとしているのか，その
場にいた M も S も掴みかねていた．しかし，「ガ…クシュウ…」という A のつぶやきに対し，M はしばし考えた後
に，「合宿は 11 月だね」と応えている．そうした M の応答に対し，A は「イキマセン！」と即応しているこ
とから，この場面で A が言いたかったのは合宿のことであったことが分かる． 
 こうした A と M との通じ合いはいかにして生まれたのか．M に事情を聞くと，ある暑い日に他の生徒たちが生
活訓練棟の風呂に入ったという話を耳にした A は，それ以来，「オフロ！」「ガッシュク！」と，生活訓練棟の風呂
に入る合宿のことを気にするようになったとのことであった．そして，着替えに行く際に，生活訓練棟を目にした
ことから，合宿のことを思い出したのではないかと考えたとのことであった．M は以前合宿について A とやりとり
をした際に書いたメモを取り出しそれを用いて A と合宿についての話をした．合宿はいつあるのか，どういう時に
風呂に入るのか，A は M が取りだしたメモをじっと見て，そこに書かれていることばを読み上げた．A は不安な気
持ちを受け止めてもらい，メモを見ながら M とやりとりすることによって，気持ちが落ち着いたのであろう，その
後，納得した様子で自ら教室を出て，着替えに向かった． 
 この時，M は，何かを懸命に伝えようとする A の不安げな表情や「ガクシュウ」というつぶやきから，A が着替
えに行く途中で目にしたであろう景色やそこで思い出したであろう事柄，そこで生じた A の情動を想起している．
A の行動や「ガクシュウ」ということばを，A の文脈の中で捉える事が出来るからこそ，A の言葉にならない言葉
を受け止め，不安な思いを共有することができたのだといえよう． 
 A が教室を出た後，M は先の予定の確認を何度も求める A に対する対応のあり方として，これで良いのかといっ
た若干の不安を口にした．S は A が不安な気持ちを M とのやりとりによって鎮めようとしていることを伝え，A に
とって分かりやすい視覚的な情報を用いながら，A の不安な気持ちを共有し，それに寄り添おうとする M の対応を
支持した．  
 A の合宿に対する不安はこの場面で全て解消された訳ではなく，A はその後も折に触れて合宿のことを思い出し，
落ち着かない様子を示していたようである．その度に M は，A の不安な気持ちに寄り添いながら，合宿の予定を A
と確認していったとのことであった． 






























エピソード４： 行動の意味の協働探究とそれを踏まえた実践の展開 －生理に対する不安への対応－ 














 その後，S が学級を訪問すると，カレンダーによって生理周期を確認する A と M の姿があった．登校してきた A
は教室に入ってくるなり，机の中からカレンダーを取り出した．カレンダーには A の生理の周期が書きこまれ，予
定日に印がつけてあった．A は M の手をとり，カレンダーの印を指で追わせながら「オワッタ！オワッタ！」「セ
イリ」と確認をしていった．次にいつ始まるのか，そしていつ終わるのか，A は M とともに繰り返し確認し，何度
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目かの確認を終えると，納得した様子でカレンダーを自分の机の中にしまい，着替えのために教室を出た．  
 A は繰り返しカレンダーで確認することで，生理に対する不安を和らげようとしていたのであろう．M はそうし
た A の不安な気持ちを受け止め，A に寄り添いながら確認作業に丁寧に付き合っていたが，こうしたやりとりが，
A の次の行動への踏み出しを支えていたものと考えられる．その後，見通しがもてるようになったためか，生理中




















Ｓの学校への訪問は M からの依頼によって実現したものであった．しかし，当初，S の学校訪問はあくまで大学
と学校のネットワークづくりを目的としたものであり，M と S は，A への対応という課題の解決に迫られた状況の
中で，その協働探究者として出会った訳ではなかった．したがって，M と S との協働研究の過程は，A への支援の
あり方を模索する過程であると同時に，問題の解決に協働でとり組む協働探究者としての関係性を構築する過程で
あったともいえる． 
M と S の協働探究は，初回の訪問時に，人とのやりとりを大事にしたいという共通の思いが確認されたことによ
り大きく動き出した．共通する思いは，Ａへの支援に関する協働探究の足場となり，その後の展開を生み出すに至









今回の取り組みにおいては，協働関係を築こうとするＭの思いに支えられ，S は必要に応じて実際に A との係わり
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